
島中学校 学校運営協議会の再編（案）について      令和３年６月 

 

《現状・経緯》 

 島中学校の学校運営協議会は、平成２７年に設置し、今年で７年目となる。 

 二つの会議で協議されているため、中学校の運営方針を協議・承認いただく

組織として不明確な点があった。 

 これまでに、二つの会議を統一してはどうかとの議論があった。 

 

《再編（案）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《効果》 

 中学校の学校運営について、協議・承認いただく場が明確になる。 

 委員として公民館長とＰＴＡ役員にご参加いただくことで、地域との連携や

ＰＴＡの意向を学校運営に反映させることができる。 

 年間５回の会議を３回に縮減でき、スリム化が図れる。 

《課題》 

 従来の「島中校区」の委員の参加が、２回から３回に増える。 

 小学校の校長・教頭がメンバーから外れることで、小中の連携が弱くなる。 

→ 校長や教頭は、それぞれ会議で顔を合わせる機会が多い。 

→ 校長でいえば、校長会として年間１３回の会議が組まれている。 

 

 

 

  昨年度までの学校運営協議会         今年度からの学校運営協議会 

 
島中校区 学校運営協議会 

委員 ２０人 

会議 年２回 

島中学校 学校運営協議会 

委員  ８人 

会議 年３回 

（新） 

島中学校 学校運営協議会 

委員 １７人 

会議 年３回 

（追加）各公民館長 

    ＰＴＡ役員 

（削減）小学校の校長・教頭 

    小学校ＰＴＡ会長 等 

本来であれば、この提案をそれぞれの運営協議会に諮り、承認いただく手続き

が必要です。しかし、そのためだけに皆様を招集することは申し訳ないと考え、

新たな組織でお集まりいただき承認いただくこととしました。 

なお、委員から除外した各小学校の校長、教頭の皆様には、本案について了解

いただいていることを申し添えます。 


